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教授 「 ゾウデス。 lti'~指. '2杭指.3｛前指Jくハ d蹴指叉ハ halbeIfaudbreit (4~手掌〉
ト『1シ7 スo ilM.~上牛乎竿デス。大腿前副デ‘ハ ・・…ココ＝ハ内特筋ノ篇＝出来タ管ガア
リマシタネ。」
厚，生「Acl<luktけ1・eukanal （内時自主管）デ、ス。」
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製生「臆縮性ガアリマス。」
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静脈腐ハヨク V臼nasapheua magna （）く蓄後静脈）ノ排肢障碍カラ起ルノデアリマス
ガ、此ノ；場合＝ハ元来カラアル皮下ノ静脈ノ異常掠長及ピ異常笥曲ガ現レ且ツ所調
Trendelenburg 氏ノ現象ヲ認メルノデアリマス。 IW チ忠者ヲ横臥セシメテ）（，1もj＼~ic静脈上
部ヲ~迫シナガラ｝出立セシメマスト、静脈癌ハ現レ雑ク、 ill!£迫ヲ取Jレト瞬時デ再ピ明＝静
脈鼎ガ現レルノデアリマス。此ノ忠脊デハ Trendelenbur・g氏ノ現象ハアリマスカ。」
拳生「アリマセン」
烏潟、増殖性静脈・情l 93 
教授「本例＝於キマシテハ、上ヲ被ツテ居）｝，筋膜ハ下ョリノ！堅迫＝ヨリ或部デハ緊張シ、
或部デハ~迫萎縮ノ矯＝非i噂トナツテ居リマシテ、深部ノ内碑筋群ノ静脈カラ増殖性＝費
生シタ静脈癌ト認ムベキモノデ Trenclelenbrug；氏現象ハアリマセン。ソレデ、スカラ足＝
力ヲ入レ筋肉ヲ牧縮サセマスト、腫暗ハ部分的＝泊、失スルノデアリマス。 gpチ静脈排ノ不
全＝衣グ静脈血ノ欝滞ガ原因デ護生シタモノデ、ハナクシテ、 Mir＝＝－述ベク様＝静脈管全開ノ
異；vと増殖及ピ内被細胞ノ！佐内ニ向ツテ J異常増殖ノ結果トシテ起ツタモノデ、ツマリ静脈
ヲ構成シテ居ル各組織ノ異常新生ガ原因デアリマス。」
教授「治療法ハ、」
畢生「手術＝ヨツテ取去リマス。」
教授「治療ハ相堂＝困難デアリマス。上ハ鼠接被壁＝及ンデ居れ多数ノ筋肉内＝侵入
シテ居リマスカラ‘場合＝ヨリ全部ヲ別出スルコトガ出来ナケレバ深部静脈トノ交通枝ヲ
結禁シテ、其大部分ヲ別出致シマセウ。」
手術所見。右犬腿内側＝於テ膨陸部上＝大切開ヲ加フル＝筋膜ハ所々非薄トナリ居リテ
静脈血ヲ満セル蔓献腫癌塊ヲ透シ見得。上方ハ小部分鼠践部＝連リ下方モ同様＝小部分膝
笥＝及ブ。此雨部ヲ集合結紫＝ヨリテ切断シタル後中央部＝於テ深部筋居内ュ侵入セル部
ハ一部筋肉ト共＝切除シ其殆ンド大部分ヲ刷出スルヲ得タリ。腫場ハカナリ太キ携張セJレ
静脈ヨリ成立シ所々＝純白色米粒flk乃至大豆・l!J¥ノ静脈結石ヲ容ル。 （終1J)
